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( 1) American Accounting Association, A Statement of Basic Accounting Theory , American Accounting Associa帯
tion, 1966, p. 1. 



















































































































































代表的なものとして、情報処理用流れ図 (JIS、 YAC、 PAD) などがある。さらに、詳細なシス
( 2 )西日清治稿「会計システムにおける構造化プログラミング技法J r奈良産業大学 産業と経済』第 3















イル作成プロセス(データ入力プロセス)、 2. ファイル分類プロセス、 3: ファイルの更新プ

















(3) COBOL言語はCOmmon Business Oriented Language (事務用共通言語)として、 1959年にアメリカで
結成されたデータシステムズ言語協議会 (CODASYL、コダシル、 COnference on DAta SYstems Lanｭ




















( 2 )汎用のデータベース・ソフトウェアとして、 IACCESSJ などのようなデータベース・ソ
フトウェアを利用して会計処理システムを構築し、利用する方法
( 3 )汎用の表計算ソフトウェアとして、 IEXCELJ などのような表計算(チャート、スプレツ
ド・シート)ソフトウェアを利用してシステムを構築し、利用する方法










など、 LAN (local area work) でも使用できるパッケージ・ソフトウェアが販売されている。市



























パソコンが普及し、その利用として、(1)数値演算、 (2) 制御装置、 (3) ゲーム、 (4)
事務処理 (a. ワープロ b. 表計算ソフトウェア c. データベース・ソフトウェア
d. アプリケーションなど)、 (5) 情報検索、 (6) 作図・画像処理、 (7) 映像処理、 (8) 音
楽(コンビュータ・ミュージック、 MDI) 、 (9) 通信装置(端末、 FAX、 TELEX) 、 (10) イ
























るおもな分野として、(1)意思決定プロセスに関する知識、 (2) 人間の行動に関する知識 (3)
電子計算機の利用技術、 (4) 測定技術と情報理論がある。これらの発達に照らして、会計の理
論と実務は、将来は、おそらく相当拡大されるように思われる。そして、会計情報システムは
会計理論の拡大により、常に会計情報概念を問い続けながら、経営情報システムの一環として
展開される。これらについても検討することが必要である。
以上検討したように、従来、情報化の名のもとで、システム思考が重視されてきた。コンピ
ュータを利用する上でも、より効率的に使用するために、環境の検討、整備が重要であり、コ
ンビュータの利用環境の整備に際して、多くの課題がある。
パソコンというコンビュータの普及により、コンビュータの効率的に利用する環境は各人の
置かれた環境によっても異なり仕事や業務の内容、重要性の程度によって異なるものである。
今後とも下図のように、様々な考え方や技術などによって、相互に関連し、影響しあいながら、
コンビュータによる情報が一般化していく。
現在は、人類史上初めて利用したコンビュータについての新しい文化の模索の時期である。
現在の多くの制約事項が解決されるであろう。
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